


進捗状況 措置又は今後の取り組みの内容
財政援助団体監
査
　　H24.12.20
　　　～
　　H25.2.25

福祉生活課

一般社団法人瑞
穂市ｼﾙﾊﾞｰ人材ｾﾝ
ﾀｰ

意
見

①　監事の選任について
　現在の監事は、平成２４年１月２１日の臨時社員総
会開催日が就任日、前任者は定款に定められた任
期満了日である平成２３年６月３０日を退任日として、
平成２４年２月２日に登記されている。従って、登記
上は約半年間監事は不在だったことになる。定款第
２８条第３項の規定からすれば、後任者が就任する
までは前任者がその職務を行わなければならない
が、監事の職務が遂行された事績は認められなかっ
た。
　平成２３年６月２１日に平成２３年度定時社員総会
が開催されている。その議事録には、任期満了に伴
う監事の選任が議案となっており、候補者が満場一
致で選任されている。しかし、この総会は無効である
とされて、改めて平成２３年１２月２０日に開催し直し
ている。この総会に諮られた平成２２年度の決算の
監査報告は、監事欠席のため理事が代理で報告し
承認を受けている。また、この総会に監事の選任議
案はなく、この時に監事を選任すべきであったと考え
る。

措
置
済

　今回の指摘について、シルバー人材センター
と10数回にわたる協議と指導をした結果、
H25.9.2付「財政援助団体等監査結果報告の内
容調査及び対処について」で求めた回答が提
出されました。

　ここで監事の選任については、「定款に沿った
適正な運営が行われていなかったことについて
は、重大に反省し、今後はコンプライアンスに徹
した運営に努めます。尚、現在は定款を改正し
て、役員の任期を明確にしました。」と、謝罪の
弁とともに回答がありました。

　確認したところ、8月の社員総会において、監
事の定数は「2名以内」、後任の選任については
「役員の員数が欠けた場合には」と定款を改正
して、この点について是正されました。

福祉生活
課

企画財政
課

回答担当
課

監査名等 監査対象
区
分

結果又は意見の内容
H2511.12現在
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進捗状況 措置又は今後の取り組みの内容
回答担当
課

監査名等 監査対象
区
分

結果又は意見の内容
H2511.12現在

財政援助団体監
査
　　H24.12.20
　　　～
　　H25.2.25

福祉生活課

一般社団法人瑞
穂市ｼﾙﾊﾞｰ人材ｾﾝ
ﾀｰ

結
果

②　役員の費用弁償等について
　平成２４年６月７日の第２回理事会で役員の費用弁
償等に関する規程が承認され、同日施行となってい
る。適用は５月３１日の理事会からとされており、１１
月末で656,800円が会議費支出の科目から支払われ
ている。定款第３０条で役員には規程により費用を弁
償することができると定められている。しかし、この費
用は役員の報酬等の額として定款第１４条の社員総
会の決議事項であり、社員総会で決議した記録はな
く、支払い及び支払科目は適正でないと判断する。
　また、理事会は定款第３６条で通常理事会と臨時
理事会の２種類で、通常理事会は年２回開催と定め
られているが、区別はされていない。

措
置
済

　今回の指摘について、シルバー人材センター
と10数回にわたる協議と指導をした結果、
H25.9.2付「財政援助団体等監査結果報告の内
容調査及び対処について」で求めた回答が提
出されました。

　ここで役員の費用弁償については、「臨時社
員総会で諮るべきでした。監査委員の指摘を受
け、H25.5.20開催の理事会において、H25.3末ま
でに自主的に返納した役員と未返納役員がい
た為、費用弁償の返還を決議した。その後、
H25.6.21の理事会で、再度未返納者はH25.6末
日までに返納するよう決議した。
　しかし、返納期限を設定したにも関わらず3名
が返納に応じていないため、あらためて期限を
H25.7末とし、返納するよう求めたものの、再々
の要請にも関わらず2名が期限を経過した。そ
の後、H25.8.6に臨時理事会を開催した。そこで
H25.8.22開催予定の臨時社員総会に提出する
議案として、定款の変更等の案件の他、未返納
者2名に対する処分の総会提出案について審
議し承認した。よって、H25.8.22臨時社員総会に
おいて審議した結果、賛成多数によって理事解
任が承認された。一方、監事はH25.8.20返還し
たことで、原因が消滅したため、解任動議を取り
下げた。」と、その経緯を含めて回答がありまし
た。

　確認したところ、社員総会の決議を経なかった
費用弁償は、12名の内11名が返納しており、1
名は現在も未返納です（H25.11.1現在）。

　尚、回答のとおり、未返納理事はH25.8.22社
員総会においてその職を解任されました。

　また、理事会の区分についても確認したとこ
ろ、通常と臨時の区別をなくし、開催要件を整理
した定款に改められ、是正されました。

福祉生活
課

企画財政
課
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課
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区
分
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財政援助団体監
査
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結
果

③　代表理事の行動費について
　平成２４年７月１３日の第４回理事会で、筆頭理事
より代表理事のシルバー人材センターに対する毎日
の活動に対して、「行動費の名目で月５万円を４月に
遡って支給してはどうか」との提案があり、全会一致
で承認されている。１１月末で350,000円が材料費等
支出（セ）の科目から支払われている。行動費という
名目であるが実質は代表理事の報酬であると判断す
る。定款第３０条で代表理事には職務執行の対価と
して規程により報酬を支給することができる。しかし、
これは役員の費用弁償等同様、社員総会の決議事
項であり、社員総会で決議した記録はもちろん、規程
もない。よって、支払い及び支払科目は適正でないと
判断する。

措
置
済

　（元）代表理事の行動費についても、上記②と
同様の回答がありました。

　確認したところ、（元）代表理事の行動費は現
在も返納されていません（H25.11.12現在）。

福祉生活
課

企画財政
課

財政援助団体監
査
　　H24.12.20
　　　～
　　H25.2.25

福祉生活課

一般社団法人瑞
穂市ｼﾙﾊﾞｰ人材ｾﾝ
ﾀｰ

結
果

④　会員の特別手当について
　材料費等支出（セ）の科目から会員への特別手当
が月額5,000円で次のとおり支払われている。
　特別手当の規程等はなく、この支出及び支払科目
も適正でないと判断する。

措
置
済

　今回の指摘について、シルバー人材センター
と10数回にわたる協議と指導をした結果、
H25.9.2付「財政援助団体等監査結果報告の内
容調査及び対処について」で求めた回答が提
出されました。

　ここで会員の特別手当については、「3月以降
支給を停止した。」と回答がありました。

　確認したところ、配分金標準単価の改定で、グ
ループリーダーには、経験加算として50円/時間
（4時間限度）の上乗せ支給に改められました。

福祉生活
課

企画財政
課
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結
果

⑤　委員会構成について
　理事会の正常化を図るため、平成２４年６月７日の
第２回理事会において総務委員会、業務委員会、安
全委員会を設置され、役員全員がいずれかの委員
会に所属している。ただし、定款に委員会についての
定めはなく、委員会の規程等もない。
　代表理事は業務委員会、監事２名は総務委員会に
所属している。定款第２６条には、代表理事はシル
バー人材センターを代表し、その業務を執行すると定
められているので、委員会に所属するべきでないと
判断する。
　監事の職務については、定款第２７条で理事の職
務執行を監査することとされている。また、一般社団
法人及び一般財団法人に関する法律第６５条第２項
で「監事は、一般社団法人又はその子法人の理事又
は使用人を兼ねることができない」と規定されてい
る。監事がガバナンス上の重要な役割を適切に果た
すためには、理事からの独立性を確保する必要があ
り、委員会に所属してはならないと判断する。

措
置
済

　今回の指摘について、シルバー人材センター
と10数回にわたる協議と指導をした結果、
H25.9.2付「財政援助団体等監査結果報告の内
容調査及び対処について」で求めた回答が提
出されました。

　ここで委員会構成については、「指摘後、代表
理事及び監事を委員会構成から切り離した。」と
回答がありました。

　確認したところ、現在の委員会構成に、代表
理事及び監事は加わっておりません。

福祉生活
課

企画財政
課
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課
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区
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結
果

⑥　受託事業収入について
　受託事業収入は、配分金収入、材料費等収入、事
務費収入から成っており、会員からの事業報告（作業
実績）に基づく請求によるものである。現在の配分金
は平成２４年７月１３日の第４回理事会で決定された
もので、配分金の20％が材料費、10％が事務費とさ
れている。
　材料費と事務費、即ち配分金の30％の金額は、シ
ルバー人材センターの運営資金となるもので、民間・
個人の場合において実際に要した材料費がある場合
は別途実費請求されることになっている。
　市との契約業務の場合、請求金額は契約金額を月
割り等で按分した額となるため、事業報告による請求
内訳と請求金額が異なる事態を生じるわけである
が、事業完了に伴う実績の請求なので、前受金とし
て処理するのは適正ではないと判断する。
　また、昨年度以前から受注していた民間・個人に対
する請求は従来どおりの請求をしているようであり、
統一性がなく矛盾している。

措
置
済

　今回の指摘について、シルバー人材センター
と10数回にわたる協議と指導をした結果、
H25.9.2付「財政援助団体等監査結果報告の内
容調査及び対処について」で求めた回答が提
出されました。

　ここで受託事業収入については、「従来は、市
との契約業務については契約完了後も前受金
処理していたが、今後においては、完了後請
求、入金については前受金処理を行わない。
（中略）会計基準に沿った適正な処理をする。」
との回答がありました。

　確認したところ、経理は部門別に管理する公
益会計基準に改められており、現在そのような
経理処理は見受けられませんでした。

福祉生活
課

企画財政
課
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意
見

⑦　適正な運営について
　これまで事務局職員が頻繁に入れ替わっていて、
事務所に保管すべき書類等にも不備が見受けられ
る。副市長の言葉を借りれば、「人格の異なる団体」
だから関与するのを控えるのではなく、会員の生きが
いの充実のためにも、公益上必要と認められるため
にも、そして何より役員の献身的な努力が徒とならな
いためにも適正な運営をできるよう育成するべきであ
る。

改
善
進
行
中

　事務局体制は、前任の事務局長、事務職員の
退職等により、非常に混乱しましたが、市の指
導により、今後の公益社団法人化を見据え、公
益会計基準に精通した「元ふれあい公社常務
理事」を新・事務局長に迎え、経理に精通した
事務職員を新たに採用したことにより、体制の
立て直しが図られ、安定する状況に至っていま
す。
　今後は、市が積極的に関与できるよう、理事
会運営規定が設けられました。（10/3理事会に
て承認）

企画財政
課
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結
果

⑧　平成２４年度補助金の返還について
　シルバー人材センターは適正な運営をしているとは
判断できない。仮に、市長部局が適正な運営をして
いると判断されたとしても、平成２４年１１月末現在の
財務状況からすれば、補助金がなくても運営してい
ける状態にあると判断するので返還してもらうべきで
ある。
　月末ごとの収支、とりわけ前受金と材料費等収入
及び支出を注視されるとともに、前月末との差額を比
較して増減の大きい科目については内容を確認すべ
きである。
　補助額は予算の範囲内で市長が定める額とされて
おり、現在６００万円を上限に交付されているが、今
回のような疑義が持たれないためにも他の自治体の
要綱等を参考にして、補助対象及び金額をできる限
り明確にする等、明瞭性をもつ要綱を作成すべきで
ある。

措
置
済

　監査結果の指摘を踏まえ、シルバー人材セン
ターの経理の検証を3月～4月にかけて行った
が、総勘定元帳はあるものの、振替等の整理・
区分が全く為されないまま、配分金のみ支払わ
れており、またチェック機能の事務局体制も極
めて不備であり、市としてもこれ以上立ち入るこ
とが極めて困難な状況でした。
　又、シルバーが委託している税理士にも指導
頂いたが、前受金・材料費等の収支を明確にす
ることができない状態であったので、今後のあり
方も含めてシルバー人材センターの立て直しを
指導した結果、シルバー人材センターは、余剰
金が発生した事実を踏まえ、自主的に補助金も
含めて700万円を返還することと理事会で決定
されました。このため市は諸収入「シルバー人
材センター返還金」で歳入することとしました。

　補助金については、補助対象を人件費に限定
した交付要綱を作成し、議会にも報告し、補助
基準を明確にしました。

福祉生活
課

企画財政
課
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意
見

⑨　シルバー人材センターとの契約について
　市は適正に見積もり民間業者と比較して安価なの
で問題はないとしているが、常識的に考えれば運営
資金は利益と捉えることができるので、これだけの金
額となると、逆に業務の履行状況を疑わざるを得な
い。
　現状では、契約を締結するよりその都度委託したほ
うが、先に述べた個人・民間の場合と同じ請求方法
になるので安価になる。契約するほうが高くつくようで
は契約する意味がない。民間よりも安価だと主張さ
れるのであれば50万円以上の事業は競争入札を行
なうべきであるし、シルバー人材センターと契約を希
望するのであれば、受託事業収入の仕組みを十分
理解して積算すべきである。

改
善
進
行
中

　市としては、「高年齢者等の雇用の安定等に
関する法律」があり、高齢者の能力活用、生き
がいづくりを担保する場としてシルバー人材セン
ターは行政にとって必要な存在です。今後は公
益社団法人を目指すことが示されましたので、
指導した結果、今後の受託事業については「配
分金+事務費10%、材料費実費弁償分」の契約と
し、剰余金等の内部留保を持たないため、清算
分は変更契約で対応してゆくこととします。

　尚、競争入札については、請負業者選考委員
会で検討した結果、諸経費・労務管理費・一般
管理費等の積算が一般企業の積算方式であ
り、シルバーの仕様とは馴染まない為、競争入
札に適さないと結論付けられました。

　他市町の例を見ても、競争原理から除外し、
随意契約となっています。

福祉生活
課

管財情報
課

企画財政
課

- 8 -



進捗状況 措置又は今後の取り組みの内容
回答担当
課

監査名等 監査対象
区
分

結果又は意見の内容
H2511.12現在

財政援助団体監
査
　　H24.12.20
　　　～
　　H25.2.25

福祉生活課

一般社団法人瑞
穂市ｼﾙﾊﾞｰ人材ｾﾝ
ﾀｰ

意
見

⑩　地方自治法第２２１条第２項の調査は、瑞穂市補
助金交付規則第１５条に規定されており、これまで補
助金については当然されているものと理解し、担当
課の報告を信用して判断していたが、適正な執行を
確認するため、各担当課で確認できるよう職員の資
質向上を図るとともに、補助金に対する調査体制を
大至急整備していただきたい。

改
善
進
行
中

　補助金・負担金についてはH23包括外部監査
の対象項目でもあり、その結果・意見について
改善を図っているところです。
　今回の指摘について、市全体としての取り組
みを検討しております。
　尚、シルバーについては、補助金要綱で4半
期毎の収支報告を求めることとして、適正な執
行を確認してまいります。

福祉生活
課

企画財政
課
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